


















































申請書(2) 

No. 取組段階 運用 項目 内容 SDGs
SDGs

関連項目

申請内容

該当に✔

審査員

チェック

審査員コメント

■　審査結果総括

■　評価委員会の総括と結果

・2022年度に続き、2回目の評価申請です。

・主催者インタビューでは、今回の催事で取り組んでいる課題として「若年層の車離れ」の対策として、幼年・少年を対象に、「こどもビリティ」を設置し、交通安全と

　小さい世代から車に慣れ親しんてもらい、車の楽しさを意識してほしいという目的で設置した旨説明いただきました。

　特設フロアでは、自動車メーカーによるペーパークラフトやペイント体験、自動車整備メーカーの整備体験など、各種の体験を通した自動車の楽しさ、面白さを伝えて、

　自動車市場の継続に注力していました。現場確認時は、予約終了の掲示が目立ち、関心の高さを認識するとともに、体験しているお子さんが楽しそうに、

　ツナギをきた整備や車両をペイントしていました。

・また、会場の外では、「EVスマートモビリティ体験エリア」を設置して、電気自動車の体験など、CO2削減に着目したエリアもありました。

・各出展ブースの照明は、LED対応して、電気使用量とCO2排出量の削減に貢献しています。

【改善と次回に向けたアドバイス】

・日本の自動車産業は、環境技術、安全走行などを含め、トータルな品質の高さは各国が認めており、自動車産業の継続・維持の視点において、今回のような、若年層への

　取組は、大変意義のあることです。今後も継続して、自動車メーカーや部品・関連メーカーと連携した取り組みを期待します。

・また、災害対応車両も複数展示されていましたので、企業向けにPRしていただくと認知度も向上すると思います。

・前回に引き続き、大阪観光局のSDGs for MICE認証評価を受検していただきありがとうございます。20万人規模の大型MICEであり、自動車産業であることから、SDGsの精神が

　非常に重要であることをよく理解されていると感じました。特に子どもを対象にした企画体験エリアを設置して子どもさんの参加を促されていることは、将来に向けてSDGsとして

　非常に意味あることと思います。また、省資源、省エネ、リサイクル、食品ロスなど大規模イベントにはかかせない目標項目についても取り組んできておらる点は評価できますので、

　今後もSDGsの精神は引き継いでいっていただきたいと思います。

・関西最大級のイベントとして多くの人に親しまれている「大阪オートメッセ」様が、昨年に続き本評価に取り組まれたことに感謝申し上げます。長年の運営経験に裏打ちされた、

　参加者の安全・多様性への配慮、地元自治体や関係機関との連携、会場内でのゴミ分別の徹底など、細部にわたる行き届いた運営が印象的でした。また、昨年からの改善の取組みも

　報告されており、細やかな配慮がうかがえました。

　「オモロイ」というコンセプトとSDGs／持続可能性は一見すると結びつきにくいかもしれませんが、子ども向けの交通安全啓発など、未来を担う世代へのメッセージ性の

　ある取組みも見受けられました。

　一方で、モビリティの在り方が問われる現代において、社会・環境・経済の統合的な視点からの工夫や発信は、今後さらに期待されるところです。影響力の大きいイベントだから

　こそ、来場者が持続可能な未来を自然と意識できるような工夫が今後の発展の鍵になるのではないでしょうか。
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